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イバン・エスカミヤ（ボストン大学）
　大阪の奥を探ると、まるでエキゾチックな森で迷子になったよう
に感じる。未知の野生の鳴き声、フクロウの魂の本質を捕らえた絵。
そしてジュースとアルコールの爽やかさ。大阪市の道頓堀のなかに

あるカフェ「Lucky Owl」は、去年 9月に開店して、最近日本人や
外国人などに人気になってくるような喫茶店。大阪にもうフクロウ
カフェが２軒あるが、最もフクロウの種類が多くて、理想的な地域

にあるし、どんどん有名になってきた。
　赤ちゃんの時から育てられているフクロウはすぐ人間に慣れるの
で客さんに安全で、頭を触ってもいい。「色々な国からフクロウを
見るためにお客様が来ます」と語ってくれたのは店員のよしだまさ

こさん。服からスマートフォンのウォールペーパーまで全てフク
ロウづくめで、多くのフクロウについて知識を持っているみ

ジャスティン・チャオ（ボストン大学）
　白。黒。茶色。大小。赤ちゃんや大人のふくろう。
ふくろうであれば、「ラッキーアオル」に全部いる。
大阪の有名な道頓堀の中にある、ラッキーアオル
は珍しい。外から見ると、ラッキーアオルの建物
は普通であるかのような建物だ。だから、見落と
しやすい。でも時々、二階の窓で生き生きとした
店員はラップンツェルのように上から、下を歩い
ている人に呼ぶ。「いらっしゃいませ！いらっしゃ
いませ！フクロウがいます。いらしてください！」
と呼び込む。長くて狭い階段を登るとラッキーア

オルに入る。夢に出てくるような場所に入る。

たいだ。「イギリスやオーストラリアや、そしてパキスタンか
ら訪れる人が多くて、大多数は外国人」なのだとか。フクロ
ウを見るだけではなくて、買うこともできる。一匹三十万八
千円だったが、百万円という費用がかかるフクロウもいた。

ある夫婦はクリスマスのために買ったそうだ。
　私が飲んだジュースもおいしかったが、「Lucky Owl」はフ
クロウという独自性にこだわりがあるのとだ感じた。育てら
れたフクロウは飛ぶことが好きではないのでお客さんは快適

にリラックスでき、親しみやすい店員と話せる。
　そのカフェの飲み物が好きか好きではないかは別として、
このカフェにさえ行ければ楽しめるだろう。
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☆☆☆カフェ紹介☆☆☆
“Lucky Owl”

　大阪にほかのフクロウカフェが二つある。だが、ラッキーアオルは特別なカフェだ。
去年九月七日に開店したラッキーアオルは、大阪のフクロウカフェの中で、ラッキー
アオルが一番新しいフクロウカフェだ。子供の時から、オーナーはフクロウに強く興
味を持ってきたそうだ。フクロウの、表情が大好きだそうだ。そして、オーナーの夢
はフクロウへの情熱を広けることだそうだ。ラッキーアオルは色々なお客様が訪ねて
来る。国内は沖縄から北海道まで、海外はアメリカからイランまで、たくさん所から

来るお客様がいる。だから、この夢は果たされてきたそうだ。
　ラッキーアオルはフクロウにこだわっている。今、合計、七羽いる。色々な国から
来たが、全部同じ日本人のブリーダーから買ったそうだ。全部夜に寝るとか。そして、

昼間はお客様はフクロウと遊べる。一番大きいフ
クロウの名前はディアナというのだとか。ディア
ナは中型犬のように大きいけど、まだ赤ちゃんだ
とか。でも、赤ちゃんは赤ちゃんだけど、成長し
終わったそうだ。つまり、ここからディアナは大
きくなれなくなる。ディアナの羽毛はとてもふわ
ふわ。ラッキーアオルの吉田雅子さんはそう教え

てくれた。
　フクロウ以外に、ラッキーアオルで飲み物も買
える。飲み物一本で一時間は千円。アルコール一
杯千二百円。生憎、飲み物は普通だったけど、フ
クロウの近くで飲めるから、ラッキーアオルでと
てもすごい経験ができる。皆さんもラッキーアオ
ルに一度行ってみてください。
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マッキニー（コーネル大学）
　二〇〇〇年代の猫カフェをはじめ，日本では動物をテーマにした
カフェがどんどん人気になる一方だ。アメリカより，日本の家はか
なり狭いし、ペットの鳴き声はうるさいかも知れないし、家を出る
時に誰かにペットの面倒を見てもらわなければならないから、やは
り、ペットを飼っていれば，生活しづらくなるそうだ。ペットとの
住みにくさがきっかけで，色々な動物に触れるカフェが開店された
のだ。猫カフェはよく知られているけれども，猫に限らず、あるカフェ

は、うさぎやヘビやフクロウを触ることができる。
　日本でしかできない体験をするために、２月１日に、大阪の道頓

堀のラッキー・アウルというフクロウカフェに KCJSの友達八人と一
緒にフクロウを触りに行った。ラッキー・アウルは去年の９月７日
に藤永敏秀が開店した。藤永さんは子供の頃から，フクロウの表情
が好きだから、フクロウカフェを開店しようと決心した。開店して
から、フィンランド人や、イギリス人や、ドイツ人や、パキスタン
人など、世界中の国人が来た。もちろん，日本人も，北海道から，

沖縄までたくさん来たそうだ。
　道頓堀には高いデパートも小さい店もたくさんあるから、読みや
すくていい地図を持って行かなければ、見落としがちで、道を聞く
しかない。しかし、カフェに近い店の三人以上の店員に、フクロウ
カフェへの道を聞くと，フクロウカフェのことが信じられないよう

な顔をして、「フクロウ？？」を聞かれてしまった。
　３０分間ぐらい迷ってから、なんとか、私たちはフクロウカフェ
に着いた。二階の階段を登り、ドアを開くと，日本からずっと遠い
熱帯林に瞬間移動したという感じ。葉に隠された石の壁に、かけら

れた木製の棚。その棚には，フクロウが七羽。
　フクロウカフェは狭く，私たちは八人だったので、店員が四人し
か座れない木製のテーブルを繋げてくれた。メニューを見ると，飲
み物しか注文できなく、それに，飲み物の選択が少ないと気付いた。
私はココアを注文したが，ココアが来たら，味はコンビニで買える
粉末ココアと区別できなく、小さいカップに半分ぐらいまでしか入っ
ていなく、困った。一般のお客さんはカフェにコーヒーを飲みに行
くためではなく，やはりフクロウを触りに来るのだろう。それにし
ても、カフェと名がついているので，飲み物の美味しさにもっとこ

だわった方がいいと思う。
　ココアを飲んだ後で，一番大きなフクロウに近付いた。腕を伸ば
したら，フクロウの目が急に大きくなって，びっくりした。ある女
の人が私の所に手伝いに来てくれた。「フクロウの頭の後ろから」と
いう触り方を教えてくれたのは、吉田雅子という店員だ。フクロウは、
人間の手から食べるのに慣れているので，腕を伸ばすと、手を噛む
そうだ。それを聞いて，フクロウを触るのを止め、インタビューを

続けることにした。
　吉田さんによると，お客さんのために、フクロウが不自然に昼間
に起こされ，人間が触りに来るから，ストレスを溜めてしまうとか。
人間は、お腹がすいたら、普通は何か食べるが，フクロウは、スト
レスがあったら、腹が減っても、飢えたまま，死ぬまで我慢するこ
とがある。このようなカフェを巡り、動物虐待をするのを人々が熱
い議論をしているが，吉田さんは本店については、その議論は不必
要だと思っている。このカフェに来さえすれば、ペットとしてフク

ロウを優しく扱うことが分かってくるからだ。
　一時間が過ぎたので，すぐカフェを出ることにした。一人ずつ、
１０００円払い，新しくできた友達のフクロウに「サヨナラ」と言っ

た。大阪に行ったら，ぜひラッキー・アウルに行ってみてください！
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カミー・ワイスガント（バード大学）
　新西堀というデザイナーによるデザインで、Prinzのシンプルなエクステリアは
中と全部違う。ドアを開けたら、会話の声が聞こえて、いい香りがしてくる。全部
白いテーブルでアーティストのような若いお客さんたちが座っている。　喫茶店だ
けではなくて、ギャラリーとバーもある。ギャラリーの中で、時々イベントやライ

ブがある。カフェの隣に、小さい部屋があって、その部屋にも色々なCDや本がある。
喫茶店の後ろに大きい庭もあって、外で座れる。二階にはホテルもあるらしい！モ

ダンな雰囲気。おいしいコーヒーと食べ物。現代アート。Prinzに人々が惹かれる
理由だ。
　日曜日の昼ご飯は喫茶店はとてもにぎやかな時だから、本とCDがある部屋に座っ
ていた。コーヒーを飲みながら、アートブックを読んで、人々を見ていた。食べな

かったが、「Prinzはお店で作るソーセージにこだわっている」と教えてくれたのは、
ウェイターだった。メニューにはパスタやサラダ、コーヒやお茶などが並ぶ。毎週、
新しい週替わりメニューがあるので、いつもおいしいものを見つけることができる。

特にそれを食べたくない場合には、さらにデザートもたくさんある。
　静かな高原町の住宅街に位置している。この地域の隠れ家的な店だ。ヨーロピア
ンスタイルの料理を作って、ホテルもあるから、外国人が若い日本人と交流する。
シックな外見でありながらも家のような感じもある。小さい図書室で時間を過ごす

ことができる。CDをリクエストすることもできる。京都にいる間に、ぜひ一度行っ
てください。

“Printz”

トリ・モアー（ボストン大学）
　六角通にある他の店と異なり、ヨーロッパにある喫茶店のような店構えが面白

くて魅力的だ 。買い物の休憩をするのにいい場所で、外からお客さんは店が込ん
でいるかどうか見やすい。青い日よけがあるカフェ・ルッカという気が置けない
喫茶店はそのようなカフェだ。入る前でさえ、日本的な喫茶店ではないと感じるが、
入ると、聞こえるのはジャズだし、タバコの香りもするし、ヨーロッパの感じが
強くなる。カフェのメニューによると、ルッカという言葉はトスカーナで（イタ

リアの チーズとワインで有名な地域）使われていた古い名前のようだ。
　この喫茶店はかなりモダンそうだけど、本当は十五年前に開店したと教えてく
れたのは店主のデカチョーさん（デカチョーはあだなだそうだ）という店主だ。
仕事の中で一番いい点は、ルッカに来るきれいな女性と言っていた。ルッカのお
客さんはほとんど二十代の女性達で、店主はいつも嬉しいそうだ。店のビジネスで、
お客さんと店主の関係が一番大切なことだと思ったそうだから、ルッカのイタリ

アの店のような雰囲気がこだわりだ。
また、ルッカのメニューに、たくさん美味しい食べ物と飲み物があって、一つだ
け選ぶことが難しいほどだ。おすすめはキャラメルモカフラッペという飲み物（上
にある右の写真）で、注文したら、美味しくて無料のお茶もお客さんに出しくれた。
イタリアの影響で、ルッカはエスプレッソとサンドイッチがこだわりで、一階に
イタリアのバーもある。二階には客席だけで、そこで美味しいコーヒーを飲みな

がら、 大きい窓の外には六角通を歩いている人がみえて、すごくリラックスでき
る。六角通と寺町通で買い物したら、コーヒーからイタリアの雰囲気まで、カフェ・

ルッカは絶対には行った方がいい店だ。

“Caffe Lucca”
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コリン・ギルモア（ボストン大学）
　居心地がいいキャビンのような店内。パリのカフェのようなコーヒーやティー。そし
て、子供が空想から生み出すようなレジの前に座っている面白い野獣のマスコット。烏
丸四条のにぎやかな表通りの近くにある「ｃａｆｅ＆ｂａｒＣｈａｍ」は友だちと一緒
に休むためには最高の所だ。昼間はかわいいカフェだけど、夜間はクールバーになる。

三年前に開店したばかりなのに、もう京都の粋な若者に人気が出てきている。
　「私は、他のカフェに比べて、「Ｃｈａｍ」のスタイルの方が楽しいと思います」と話
してくれたのはウェイトレスのみねこさん。「この辺にあるカフェはとても日本らしい
けど、Ｃｈａｍはもっとユニークな雰囲気でしょう」と話してくれた。Ｃｈａｍのユニー
クな特質の一つは「ポール」と「スミス」というマスコットだ。店長はデザイナーと一
緒に、かわいくて奇怪な双子を作った。ポールくんとスミスくんは一緒に店を見張って

いる。
　もちろん、Ｃｈａｍは面白い店内ばかりではなく、美味しい飲み物と食べ物にもこだ
わりがある。みねこさんの午後のお勧めの飲み物は、チャイやカプチーノで、食べ物は
チキンパニーニサンドだ。夕方のお勧めの飲み物は、モヒートで、食べ物は、オムライ
スだ。私は午後行ったから、アイスチャイを飲んでみた。京都では美味しいチャイはあ
まり見つけにくいようだけど、そのチャイはすごく美味しかった。本当に、ｃａｆｅ＆

ｂａｒＣｈａｍは学生が憩うために理想的な店だ。皆にも行ってみてほしい。

“Cafe & Bar Cham”

←マスコットの「ポール」と「スミス」

“猫会議”
ニーナ・カプル（タフツ大学）
　木製カウンターでお茶を注文すると , 絹のような柔らかい毛の猫が私の手に顔をすり
つけてくる。白いソファに座ると、隣に寝っている火のような毛の色の小さい猫がいる。
烏丸御池駅から東に歩いて５分だけの所に「猫会議」という喫茶店がある。「猫会議」
は普通ではない喫茶店で、おいしい飲み物やいい雰囲気だけではなく、猫も１３匹いる。
この喫茶店の種類は猫カフェだ。過去十年間に日本では人気が出てきて、国内でたくさ
んの猫カフェが開店してきた。「猫会議」はたった５年前開店したが、今、京都では一

番人気がある猫カフェだ。
　「日本人は様々な興味や生活がありますが、たいていの人は猫が好きだと思います。

猫会議はその猫が好きな人のための場所です」と語ってくれたのは店主の 堀井真由子
さん。一時間８００円で お客さんはリラックスをしたり、お茶を飲んだり、 宿題をした
りしながら、猫と遊べる。「猫会議」には猫が１３匹いるから、種類の多さが真由子さ
んのこだわりだ。ノルウェーショートヘアとか虎猫とか。。。たくさん特別な猫がいるの
だとか。でも、どこから１３匹猫をもらったのだろうか？真由子さんは色々なボランティ
アから猫をもらった。他の場所に引っ越す人達とか、猫の世話が出来ない人達などが「猫
会議」に猫をくれた。だから、「猫会議」はカフェであるだけではなく、助けた猫の家

でもある。
　「猫会議」では猫が一番人気がある特徴だが、お茶やコーヒーもとてもおいしい。リ
ンゴ茶が一番おすすめの飲み物で、本当にリンゴのような味がする！また、他の猫カフェ
と比べて、「猫会議」の飲み物の値段はもっと安いのだとか。忙しかったら、休憩して、

「猫会議」で猫と一緒にリラックスしてみたらどうだろう！
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ハドリー・ハウザー（シカゴ大学）
　東京の旅行の時に、「A to Z」というカフェに行った。このカフェは私が一番好きな奈良美智と
いう画家がデザインしたものだ。どうやってこの画家を知ったかというと、モダンアートについ
て本を読んだ時、彼の絵がたまたま目に入ったのだ。奈良美智のサインはちょっときもかわいくて、
子供が書いたような見た目だ。カフェに入った時、そっこく気に入った。子供や犬の姿がよく絵
に出てくるのだが、入るところは犬小屋に入るのと同じ感じだった。戸は卵形で、壁は粗い木で
作られていた。すべて簡単な配色だった。食べ物もとてもシンプルで、壁にかけてあった絵が中
心だった。しかも、このカフェは雰囲気がとても魅力的だった。このカフェは実に私に子供時代
のくらしぶりを思い出させてくれた。

東京の思い出

ダイジェン・テイ（ボストン大学）
　六年前に、東京に行ったことがあるので、今度、皆と東京に行ったのが
二回目だ。出発の日、珍しく大雪が降っていたので、新幹線に乗った時、
皆は窓からの景色がきれいだと言った。しかし、その大雪は二十年ぶりで、
なかなか大変だった。夜、電車やバスやタクシーなどが止まり、不便だっ
たのだ。しかも、日本人の友達に言われた、東京で必ず行くべき有名なと
ころに行けなかった。
　月曜日の朝、皆で有楽町にある無印の店に行ったが、少しがっかりする
ことになった。「日本の会社」という授業の先生が皆を店に連れて行くはず
だったのに、朝、先生はなぜか姿を現さなかったのだ。そのことで、先生
がその授業は大切ではないと思っているような気がした。
　無印を訪ねたら、店のマネージャーが最初に会社が創立した時の信念と
「無印」の由来について一時間ぐらい話してくれ、近年日本の経済は不景気
だが、無印の企業の業績は増える一方だと微笑んで言われた。
　今回の旅行には不愉快なこともあったが、やはり面白く、特別な経験だっ
ただろうと思う。KCJS の友達と遊んだことでもう十分なのだ。
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ディアナ・ナーディー（コロンビア大学）
　一番好きな花は何かと聞かれると、ほとんどのアメリカ人は、「そんなこと
について一度も考えたことがない」とか「特にないよ」と答える。だが、先
日の御苑ツアーの内容からも分かるように、日本人の場合は違う。世界中で
日本人に花が愛されていることは有名だ。しかも、日本人は昔から同じ花や
木を見て、その美しさに感動してきた。だからこそ、梅、桜、松、藤という
ように花や木について書かれた詩が数えられないほど多いわけだ。また、日
本人の家族はそれぞれ、特定の花や植物をモチーフにした家紋さえあるそう
だ。私は、そのことを聞いて、本当にびっくりした。
　そこで、なぜアメリカ人は花に興味がないのかという質問が自然に出て来
る。これは、ただ私の意見に過ぎないが、もしかしたら、アメリカは日本よ
りも広いので、全国的に咲いている花がないからなのかもしれない。それに、
日本よりもアメリカの方が若い国だから、一般的に花を愛しむ習慣がまだ根
付いていないのかもしれない。とは言え、アメリカの花には興味がないにも
かかわらず、私は、日本の紅葉が一番きれいだと思う。

コウジ・スパングラー（ウェズリアン大学）
　日本語を習うために一番大切なことは日本人の友達ができることだ。確かに、教科書から学んだり、授業を取ったりすることも大切なこ
とだ。だが、日本人の友達が出来ないと、日本語で普通の会話ができるようにならないと言える。現に、僕は日本に来て、日本人の友達が
出来て、週末に日本人と一緒に出かけ始めてから日本語が前より上達したような気がする。授業で勉強ができない表現がたくさんあるので、
日本語が習いたかったら、日本人の友達を作って毎週どこかに行くというように日本人の友達と一緒に出かけるのが重要だ。

京都御苑ツアーの感想
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アンナ・アンドリチャク（シカゴ大学）
１．能と、日本での日常生活や社会の間に見られる共通点について
　能は、他の日本の伝統芸能のように、成文化しているものだと考えられている。家元という制度があって、子供が能楽師の家に生
まれたら、能楽師になる可能性はまだ高い。日本の社会、特に昔の社会では、そのようなあり方は当然だった。それに、能は革新よ
りもむしろ伝統を強調する。現在、能のレパートリーには約２５０の芝居があるそうだ。新しい芝居を作るのは珍しいらしいのだ。実際、
家元だけは新しい脚本を作成する力を持つ。そこには、日本のビジネスの世界と共通している面があると思う。日本の年功序列制度
や終身雇用制度は伝統を強調する制度だ。たとえ非効率性が生じるとしても、そういうやり方が一般的だ。日本の会社が 1980 年代と
1990 年代に革新していたならば、経済はこれほどひどく落ち込まなかったかもしれない。

２．能について最も興味深いこと
　能について最も興味深いことは、伝統か慣例によって、能の囃子方と出演者が、演奏の数日前、一緒に一回しか練習しないことになっ
ていることだ。つまり、一般的にそれぞれの囃子方や出演者は、一人で自分の基本的な動き、謡、舞、演奏を練習するわけだ。そん
なことは怖いことなので、とても印象的だ。能は、「無常観」という昔の日本の美学の体現だと言えるかもしれない。「一期一会」と
いう有名な表現がぴったりだ。

2014 年春学期 第 6号

フーン　アン・グエン（ボストン大学）
１．能と、日本での日常生活や社会の間に見られる共通点について
　能の舞台前と舞台中の演者の態度は、日本的だと思う。どういうことかと言うのをステージアシスタントを使って説明したい。ステー
ジアシスタントは、舞台の後ろにいる２、３人の人で、事故の防止のために芝居の終りまで正座で待っている。これも日本人の覚悟の
表れだと思う。いつ何かが起こるかもしれないので、精神的な準備をしておくことは日本人に必要なことのようだ。特に日本は島国で、
津波や地震がいつ来るか予想不可能なので、前もって心の準備をしておくような習性が身に付いたのかもしれない。

２．能について最も興味深いこと
　奇抜な衣装の組み合わせと文様以外に、演者の劇的な動きが素晴らしかった。躍動感のない遅い動きから、急に力強い勢いのある動
きになることでテンションが上がる。能楽は一見退屈そうだが、その精巧さに気がつけば楽しめるのだ。どの動きも気魄があり、気持
ちが込められているので、引きつけられる。

能楽鑑賞の感想
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フーン　アン・グエン（ボストン大学）
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京都のプロフェッショナルに学ぶ
　教室での日本語学習は、本国でもできます。京都にいるからこそ可能なこと。それは、京都の町、そして、人々との繋がりから 学ぶことです。
　日本は、創業 200 年以上の企業が世界で最も多いとされています。特に、同志社大学が位置する京都市上京区は、伝統産業、伝統文化に
携わる人の宝庫で、老舗企業の風土や文化が最も色濃く残る地域です。
　2013 年秋学期にDクラスで行ったこの体験型学習プロジェクトでは、上京区内の様々な仕事場を「京都のプロフェッショナルに学ぶ」
という切り口で取材し、取材した内容を記事にまとめました。ここでは、その記事の一部を紹介します。記事の全文は KCJS のサイトから
ご覧ください。
　また取材記事は、過去の物も含め、上京区役所のホームページ「カミング（http://kamigyo.sakura.ne.jp/tokushu/kaigai/）」、もしくは、
KCJS のサイトから地域向けに発信しています。
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ࡓࢀࢃ⧆࡟୎ᑀ࡟࡞ࢇࡇࠊࡣ࡟ேࡢ⏨

㸟ࣜࢱࢵࣆࡀ࢖ࢱࢡࢿ

ↂ↝Хጠ⅚∐⇈∑ↈⅽ∞≆‒～ነ↖ᇌ˳ႎ↚੨ⅾɶ஭Хጠ～
᪉࠸⧆ࠊ࡛ࡢࡓ࠸࡚ࡗᛮ࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡽ㝈ࡀ᪉ἲ⌧⾲ࡾࡼ⏬⤮ࠊࡵࡓ࠺౑ࢆ㔪࡜⣒ࠊሙྜࡢ⧆่͐ࠕࠉ

ࠋ࠺ࢁࡔࡢࡓࡗ࠸࡚ࢀࡉᢎ⥅ࠊ࡚࠼ቑ࡟㢼࡞ࢇ࡝ࠊࡣ᪉࠸⧆ࠋࡓࢀࡉ࠿㦫࡚࠸⪺࡜ࡿ࠶஧ⓒ௨ୖࡀ

ࠊ่ࠎ௦ࠉ ⧆⫋ேࡣ⮬ศࡢᛮ࠸ᥥࢆࢪ࣮࣓࢖ࡃᙧ࡟ࡵࡓࡿࡍ࡟᪂࠸⧆࠸ࡋ᪉ࢆḟࡳ⦆࡟ࠎฟࡗ࠸࡚ࡋ

ࡢ࠸ࡋ᪂ࠊሙྜ࠸࡞ࡾ㊊ࡀ⌧⾲᪉࡛࠸⧆ࡢ᪤Ꮡࠊ࡛ࡢࡓࡗ࠿࡞ࡀ࣮ࣝࣝࡢ᪉࠸⧆ࡓࡗࡲỴࡣ᫇ࠋࡓ

ࠖ͐ࠋࡔࡢࡓࡗ࠿ከࡀ࡜ࡇࡿࡳ࡚ࡋヨࢆ

ࡶ࡚ࢀࢃゝ࡜ࡓࢀࢃ⧆⣒࡛ࡀ⊧ࡢࡇ

ಙ࠸࡞ࢀࡽࡌ㸟

኱Ꮫ㸧ࣥࢺࣥࢩ࣭࣡ࢪ࣮ࣙࢪ㸦ࢫࢨࢼࢸ࣭ࢧࢵࢿࣂ

Ѝ�http://wp.me/p47gMJ-1Xࡣࡁ⥆
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ᦟ↝ᅼ↰ʙ⅙ᮂᦟ⇁˺↻↺இࢸ↝ᦟࠖ

㙾ࠋ࠸࡞ࡂ㐣࡟୸ࡢⰍࢪࣥࣞ࢜࡞ᆅ࿡ࠊぢ୍ࠊࡣ㟷㖡㙾ࡿࢀࡤ࿧࡜㨱㙾ࠖࠕࡢᯛ୍ࠕࠉ

㠃࡜ࡗࡌࢆぢࠊ࡜ࡿࡵࡘ⮬ศࡀࡅࡔ┠ࡢᫎࠊࡣࢀࡑࠋࡿᙜࡾࡓ๓ࠋࡔ࡜ࡇࡢ㙾ࡘ࠸ࠊࡣ

ᚓࡋ㞃ࢆᐦ⛎ࡿࢃ࠿࠿࡟ே࿨࡚ࡗࡸ࠺࡝ࡣ㟷㖡㙾ࠋࡿ࠶ࡀ࠼⪄࠺࠸࡜ࡍฟࡋᫎࢆᐇ┿ࡶ

ࠖ͐ࠋ࠿࠺ࢁࡔࡢࡿ

኱Ꮫ㸧ࣥ࢔ࣜࢬ࢙࢘㸦࣮࢝࢖࢚࣭ࣥࣜࢧࣕ࢟

続きは→ http://wp.me/p47gMJ-1v
ᒣᮏ᫭ஂࠊࡣࢇࡉᡭ࡛㟷㖡㙾ࢆసࡍࡲࡾ

᩷᤾ᦟ⇁ᡫↆ↕ᙸ↸↻↺Ꮀʴ↝ਪ৆ཞ‒⊡ྵˊ↝ᦟࠖ↝̲ᘍ⊡

ࡗࢃኚࡾࡲ࠶ࡣ⾡ᢏࡢࡇࡽ࠿᫇ࠋࡍ኱ኚ」㞧࡛ࡣ⾡ᢏࡢࢀࡒࢀࡑ࡜⛬ᕤࡢࡾ㨱㙾స͐ࠕࠉ

࠸࡞ࢀࡽ࠼᭰࡟㨩ຊࡢࡾᡭసࠊࡶඛ㐍ⓗ࡛࡟࡞ࢇ࡝ࡀ࣮ࢪࣟࣀࢡࢸࡢ௦⌧ࠋࢇࡏࡲ࠸࡚

㗪ᆺࡴ㎸ࡋὶࡋ࠿⁐ࢆ㔠ᒓࠊ࡚࠸࡚ࡗࢃࡔࡇ࡟ࡾᡭసࠊࡣࢇࡉᒣᮏࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ ࡀ࠸�

ࡓ 㗪㐀࡜� ࠺ࡒ࠺ࡹࡕ� ᮏ㘡㔠࡚ࡋࡑࠊࡂ◊ࢆ㙾㠃ࠊࡳ้ࢆᶍᵝࡢ⿬㠃ࠊࡽ࠿� ࡗࡵ�

ࡁ ࠖ͐ࠋࡍࡲࡋ඲㒊⮬ศ࡛ࢆసᴗࡢ࡛ࡲࡿࡍ�

኱Ꮫ㸧࢔ࢽࢪ࣮ࣂ㸦࣮࣭ࣥࣖ࢜ࣥࢸ࣑ࣥ

続きは→ http://wp.me/p47gMJ-1J ษ๐ࡢᚋ࡜ࡂ◊▼◒ࡢⅣ◊ࡶࡂᕤ⛬୍ࡢ⎔

ɶ⇁ᙸ↎↸ᢅӊ↱ݩஹ↱ྵ↻↺ᮂඥ↝ᦟ

⊡μ׎↖ɟ᠀ↆⅺ↙ⅳᮂᦟ˺↹↝২ᘐ↞ↂ↻ⅺ↸↘ⅵ↙↺ⅺ⊡

ᢏ࡞ఏ⤫ⓗࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀຊࡿసࢆᑗ᮶ࡢ㨱㙾࡚ࡋ࡜ே⫋ࡢ㨱㙾ࡢᚋ᭱ࡣࢇࡉᒣᮏ͐ࠕࠉ

ࡉᒣᮏࠊ࡜ࡃ⪺࡜࠿ࡿ࠸࡚ࡋ࡟኱ษࡀ᪉ࡢࡽࡕ࡝࡜࡜ࡇࡿࡍ⏝ᛂ࡟௦⌧࡜࡜ࡇࡿᏲࢆ⾡

ࠊࡵࡓࡿ࠶ࡶᐙᴗ࡛ࡿΏ࡟஬ୡ௦ࠊࡾ࠶࡛⾡ᢏ࡞ఏ⤫ⓗࠋࡓ࠼⟆࡜ࡶࡽࡕ࡝ࡾࡣࡸࡣࢇ

㨱㙾ࡀኻࡀ࡜ࡇࡿࢀࢃチࠋ࠸࡞ࡏ⫋ே࡚ࡋ࡜㨱㙾ࢆ㨱㙾࡚ࡋ࡜ṧ࠺࠸࡜࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋẼ

ᣢࡀࡕᙉࠖ͐ࠋ࠸

すཎ࢕ࢸ࢖ࢣ㸦࣮ࣜࢬ࢚ࣝ࢘኱Ꮫ㸧

続きは→ http://wp.me/p47gMJ-1Q
⌧௦ࢺࢫࣜ࢟ᩍ௨እࡢ᐀ᩍࡀࢪ࣮࣓࢖ࡢ

ධࡿ࠸࡚ࡗ㨱㙾ࢆసࡀࡢࡿከ࠸

ↈↃⅳᨼɶ⅙ↈↃⅳіщ⅙ᦏ˺↹↝ɭမ

⊡ʮᣃ↖ᦏ⇁˺↺Ꮀʴↄ⇂↝ⅱ↹૾

ࠋࢇࡏࡲࡾసࢆ㙚ࡽࡀ࡞ࡋࢆ࠿ఱࠊࡣࢇࡉỌᖺࠋࡍᚲせ࡛ࡀ㞟୰ࡣ࡟ࡵࡓࡿసࢆ≀࠸࠸࡟ᮏᙜ͐ࠕࠉ

㙚ࢆసࡿ᫬࡟ࡅࡔࢀࡑࠊࡣᑓᛕࠋࡍࡲࡋி㒔ࡣ෤ࡃࡈࡍࠊᐮࠊࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃ㜿Ꮚ

࠸࡞࠿ࡘࡀẼࠊ࡟ࡢࡿ࠸࡚࠼ᾘࡀࣈ࣮ࢺࢫࠊ࡚࠸࡚ࡋ㞟୰࡝࡯࠸࡞࠿ࡘࡀẼ࡟ࡉᐮ࡞ࢇࡑࡣࢇࡉ

ࠖ͐ࠋࡍ࡛࠺ࡑࡿ࠶ࡃࡼࡀ࡜ࡇ

⇐∐∙⇺⇩⇕↝↎↰↚↷↼ⅳ⇁˺→↕ⅳ↺≆⊡ᦏ⇁˺↺Ꮀʴ↝ˁʙᚇ

౯್ࡢ௚࡟ࡇࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ࠿ศࠎ㔜ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗసࢆ≀࠸࡞ࡢᐇ⏝ᛶࡣኵ፬ࡈࢇࡉኦ᭶͐ࠕࠉ

࡚ࢀࡲྵࡀ⾡ᢏࡢࡾస≀࡞ከᵝࠊ࡚ࡋࡑࠊ໬ᩥࡸṔྐࡢ᪥ᮏࡣ࡟㙚ࠋࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࡾస࡛ࡢࡿ࠶ࡀ

ࠊ᭱ࡀࡿ࠸ ㏆ࠊ㙚ࡢసࡾ᪉ࡿ࠿ࢃࡀேࢇ࡝ࢇ࡝ࡀᑡ࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞༴᝹ࠖ͐ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

኱Ꮫ㸧ࣥࢱࢫ࢚࢘ࢫ࣮ࣀ㸦ࢺࢡࣞࣈࣝ࢔࣭ࢺࢵ࣐

続きは→ http://wp.me/p47gMJ-T

ࢫ࣭࣒࣮࢙ࢪ ኱Ꮫ㸧࢔ࢽ࣋ࣝࢩࣥ࣌㸦࣮࢕ࢹ࣓ࣟ

続きは→ http://wp.me/p47gMJ-1l

㙚
╔
ึ
ᘧ
࡛
ኦ
᭶
ࡉ
ࢇ
ࡈ
ኵ
፬
ࡢ
⏕
ᚐ
ࡉ

ࢇ
ࡣ
⮬
ศ
࡛
స
勂
ࡓ
㙚
ࢆ
╔
ࡲ
ࡋ
ࡓ
劤

኱
㙚
ࢆ
╔
࡚
࠸
ࡿ
ኦ
᭶
㜿
Ꮚ
ࡉ
ࢇ
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KCJS25 の秋学期の受賞者は、以下のみなさんです。
おめでとうございました！

学生たちによる中間投票の結果、以下の人たちが現時点で１位
から３位に選ばれています。

2014 年春学期 第 6号

KCJS25 秋学期学生賞　受賞者

Ⅎଐஜᛖ⇁↷ⅾ̅→↕ⅳ↺↖ច

⅙⅙⇛⇰∝⇈∐√⇉∏⇱ↄ⇂≋⇟∕⇟∈⇈ܖٻ≌

ℳଐஜ↝ᅈ˟↚↷ⅾ↗ↀᡂ⇂↖ⅳ↺↖ច

⅙⅙⇓∆∝⇵∅∙ↄ⇂≋⇌⇍⇠∐⇈∙ܖٻ≌

⅙⅙⇝∍∞∌∝∐∋∞ↄ⇂≋⇼∏∙⇦⇊⇟ܖٻ≌

ℴଐஜᛖᜒࠖច

⅙⅙∄⇊∑⇠∝∂⇟⇌⇍∑ↄ⇂≋∕⇝∙⇮∙ܖٻ⇡∙⇮∑⇊⇟≌

ℵ‽‵‼⁅ ৑ᧈច

⅙⅙∐∞⇯∝⇸∑⇭⇼∏∙⇯ↄ⇂≋⇌⇍⇠∐⇈∙ܖٻ≌

KCJS25 春学期学生賞　中間発表

①日本語をよく使っているで賞
　１位　キャサリン・エイカーさん（ウェズリアン大学）
　２位　カニーシャ・ペイトンさん（コロンビア大学）
　３位　キム・ハミンさん（ウェズリアン大学）　

②日本の社会によくとけ込んでいるで賞
　１位　スパングラー・コウジさん（ウェズリアン大学）
　２位　キム・ハミンさん（ウェズリアン大学）
　３位　ミンテン・オーヤンさん（バージニア大学）　

学期末の本投票で選ばれた人には、賞金が出ます。
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